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数十年
たくさん　ひとたちにあげたのに
どれもわたしのものは嘘つきだった
たった一度くれたひとのものが本物だった
ひとは最期に　遂げてくれた
ほしかった物語が綴り終えて　ひとを喪った
　　　


　　　


　　　
　　


　　　


　　　


どれもわたしのものは嘘つきだった








あとがき


初めての詩集を電子書籍で発行しました。
どうぞお買い求め下さい。
http://amzn.asia/d/iQlwEz0
作者ツイッター　https://twitter.com/2_vich










西園寺リルケゴール


略歴：



1970年代半ば
ポーランドの貴族の末裔に生まれる。
父は念仏の鉄、母はエマニュエル夫人。


1970年代後半
両親がパレスチナで政治闘争。飯炊き女に育てられる。


1980年代初頭
核戦争の不安におびえる。
「誕生日にシェルター買って」と親にねだって精神科に連れてゆかれる。


1980年代半ば
小学生ながら厭世観に耽る。
両親から食い減らしにマグロ漁船へ売られやしないかという妄想に苦しむ。


1980年代後半
初恋に落ちる。相手は地主の娘だったので不毛に終わる。
『資本論』を読む。全く理解できず、『月刊ぱふ』を愛読する。


1990年代初頭
セックス・ピストルズのCDを高校に持って行ってイジメられる。
ほとんど登校せず。


1990年代半ば
大学生になる。
下宿に籠る。
留年を繰り返す。
悪所通いを繰り返す。
ファムファタルに惑わされる。
政治結社を作る。
非合法映画を作る。
失踪する。
フラれる。
電気を止められる。
借金の督促におびえる。
ヒモになる。
追い出される。
引越しを繰り返す。
水道も止められる。
事情聴取を受ける。
やけっぱちになる。
精神病になる。

飲む（向精神薬）。
鬱（OD乱発）。
買う（月刊ぱふ）。


1990年代後半
拘禁される（閉鎖病棟）。
コソボ紛争を見て世界の終わりを感じる。
だが、世界が終わらなかったので隠遁して生き延びることを考える。
大学を出て、セツルメントを始める。


2001年
世界同時多発テロとともに、またしても拘禁（保護室）。
無職紳士になる。


2002年
抗不安薬中毒に陥る。


2003年
寝て過ごす。


2004年
眠り続ける。


2005年
そろそろ起きようとする。


2006年
チャン・ツィーにハマる。


2007年
日銭を稼ぐ。


2008年
姦通する。


2009年以降　現在まで
整体にハマる。
モヒカンにする。
マッコリがやめられない。

ハンガリー人に恋する。
韓国人に恋する。
フランス人に恋する。
ぜんぶ、ふられる。


https://slib.net/a/1845/
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